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１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 ○ 　 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ ○
訂正・変

更
有

4 社外取締役 ○ △ 　
訂正・変

更
有

5 社外取締役 ○ ○
訂正・変

更
有

6 社外取締役 ○ 　 △ 　 新任 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明

1

2

3

4

5

6

引頭麻実

引頭麻実氏は、証券会社やシンクタンクに長年勤務し、幅広い見識と豊富な経験を有
するほか、証券取引等監視委員会委員を務められ、その実績・識見は社内外に高く評
価されています。その知見を当社で活かしていただくために、2020年6月に社外監査
役に就任いただきましたが、就任当初より、積極的に活動され、特にガバナンスやリ
スク管理に関する領域において、大いに貢献をしていただいております。以上のこと
から、同氏を社外取締役候補としたものであります。新体制においては、監査委員会
委員として、引き続き監査の領域において、活躍いただくことを予定しております。
また、一般株主と利益相反を生ずるおそれがないことから、独立役員に指定しており
ます。

岩田喜美枝

土岐敦司

天野秀樹

中山讓治

該当状況についての説明（※４）

名和高司氏が代表を務める株式会社ジェネシスパートナーズと当社との
間には、研修の業務委託契約に基づく取引がありますが、当期における
当社からの支払額は、320万円であるため、同氏は、当社における社外
役員の独立性に関する基準を満たしております。

天野秀樹氏は、有限責任 あずさ監査法人に所属しておりましたが、
2016年6月に定年退職し、その後同監査法人とは何らの関係がありませ
ん。当社は、2020年6月24日開催の第142回定時株主総会において、同
監査法人を会計監査人の候補者とする選任議案を、監査役会の決定に基
づき付議し、同監査法人は会計監査人に選任されましたが、天野秀樹氏
は当該議案の内容の決定に関する監査役会の決議には加わっておりませ
ん。また、2021年3月期における当社から同監査法人への監査証明業務
に基づく報酬額は200百万円、非監査業務に基づく報酬の支払いはな
く、同監査法人の直近事業年度（2020年6月期）における年間業務収入
額の0.2%未満であり、同氏は、当社における社外役員の独立性に関する
基準を満たしております。

中山讓治氏は、2020年6月まで第一三共株式会社の代表取締役会長を務
め、同年6月から同社の常勤顧問を務めております。また、同社と当社
との間には、従前より取引がありますが、2021年3月期における同社か
ら当社への支払額は、同社の直近事業年度（2021年3月期）における年
間連結売上高の0.01%未満であり、当社から同社への支払はなく、同氏
は、当社における社外役員の独立性に関する基準を満たしております。

選任の理由（※５）
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本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2021/6/1

独立役員届出書の
提出理由

番号

2021/6/23

コード味の素株式会社 2802

定時株主総会に取締役選任議案が付議され、また該当状況についての説明を更
新するため。

番号

名和高司氏には、大学院の国際企業戦略専攻の教授としての深い見識および外資系コ
ンサルティング会社等における豊富な実務経験から培った国際企業経営に関する高い
見識を活かし、2015年6月以来、社外取締役として活躍いただいています。近年は、
現中期経営計画の策定に対して、新たな視点・考え方をご提言いただくのみならず、
社内の経営人財育成の支援も行っていただいています。以上のことから、同氏を引き
続き社外取締役候補者とし、新体制においては、指名委員会委員長および報酬委員会
委員として活躍いただくことを予定しております。また、一般株主と利益相反を生ず
るおそれがないことから、独立役員に指定しております。

岩田喜美枝氏には、企業経営および企業の社会的責任に関する高い見識ならびに女性
の活躍支援、ダイバーシティ推進等に関する豊富な経験を有しており、それらを活か
して当社の重要事項の決定および業務執行の監督に活かしていただくことを期待し、
2019年6月に社外取締役に就任いただきました。就任以来、積極的な発言により取締
役会等の議論を活性化していただいているほか、役員等指名諮問委員会の委員長とし
ても、大いにリーダーシップを発揮いただいております。以上のことから、同氏を引
き続き社外取締役候補者とし、新体制においては、取締役会議長として、取締役会を
リードしていただき、同時に指名委員会委員、報酬委員会委員として活躍いただくこ
とを予定しております。また、一般株主と利益相反を生ずるおそれがないことから、
独立役員に指定しております。

土岐敦司氏は、弁護士として培った専門的な知識と豊富な経験を有しております。
2016年6月以降、社外監査役として、特に企業法務に関する深い見識をもって法令遵
守等の観点から取締役会等において、積極的に発言いただき、当社における監査機能
およびコーポレート・ガバナンス体制の強化に大きく寄与していただいております。
以上のことから、同氏を社外取締役候補者としたものであります。新体制において
は、監査委員会委員長として、活躍いただくことを予定しています。また、一般株主
と利益相反を生ずるおそれがないことから、独立役員に指定しております。

天野秀樹氏は、公認会計士としての専門的な知識と国内・海外での豊富な経験を有し
ており、その財務および会計に関する知見を社外監査役としての職務の遂行に活かし
ていただくため、2018年6月に社外監査役に就任いただきました。就任後は、特に財
務・会計に関する領域において、大いに活躍をいただいております。以上のことか
ら、同氏を社外取締役候補としたものであります。新体制においては、監査委員会委
員として、引き続き監査の領域において、活躍いただくことを予定しております。ま
た、一般株主と利益相反を生ずるおそれがないことから、独立役員に指定しておりま
す。

中山讓治氏は、グローバルに事業を展開するヘルスケア企業の社長、会長を歴任し、
企業経営やガバナンスにおける豊富な経験とヘルスケア分野に関する深い見識を有し
ておられます。これらの知見を活かし、新体制の取締役会における経営の重要事項の
決定に参画いただきたいと考え、同氏を新たに社外取締役候補者としたものでありま
す。新体制においては、報酬委員会委員長および指名委員会委員の役割を担うことを
予定しています。同氏は、これまで社外取締役としての経験はありませんが、上記の
理由により、社外取締役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断しておりま
す。また、一般株主と利益相反を生ずるおそれがないことから、独立役員に指定して
おります。

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

名和高司

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

当社の社外取締役または社外監査役が独立性を有するという場合には、当該社外取締役または社外監査役が以下のいずれにも該当してはならないこととしておりま
す。
（１）当社を主要な取引先とする者またはその業務執行者
（２）当社の主要な取引先またはその業務執行者
（３）当社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家または法律専門家　(当該財産を得ている者が法人、組合等の団体
　　　である場合は、当該団体に所属する者をいう。)
（４）最近１年間において、（１）から（３）までのいずれかに該当していた者
（５）次の①から③までのいずれかに掲げる者(重要でない者を除く。)の二親等内の親族
　①（１）から（４）までに掲げる者
　②当社の子会社の業務執行者（社外監査役を独立役員として指定する場合にあっては、業務執行者でない取締役を含む。）
　③最近１年間において、②または当社の業務執行者（社外監査役を独立役員として指定する場合にあっては、業務執行者でない取締役を含む。）に該当していた
者

(注)
１．「当社を主要な取引先とする者」とは、直近事業年度においてその者の年間連結総売上高の２％または１億円のいずれか高い方の額以上の支払いを、当社から
　　　受けた者をいうこととしております。
２．「当社の主要な取引先」とは、直近事業年度において当社の年間連結総売上高の２％または１億円のいずれか高い方の額以上の支払いを、当社に行った者をい
う
　　　こととしております。
３．「当社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ている」とは、直近事業年度において役員報酬以外にその者の売上高または総収入金額の２％または
　　　1,000万円のいずれか高い方の額以上の金銭または財産を当社から得ていることをいうこととしております。
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